
116　被　服

B 51 を殖 の乖､ｷ尊勅

お系 。永々天象攻　 中丿吋丿絨　 〇押療臭典　あ･通 幸子

〔(社) 日本 家政 学 会

目 的　 ゑ髪 に 粁 理やfc  IJ`こ め煙 冬 の･~i>' 、･p＼'   'フきや ずヽ･ い･ う ン^ '} 、 実 生活I-Xm･7 良 く､経 験 さ`

れろ こに･ ある。 そ こ｡？､逆 湘 カフ タロマげﾗ 刀 一 の 手 黛 を 用い、も 髪til  Jt 初 に 、、zJjい。モ デ､レｋ

トZ   教 稜 々 ま 麟 ア､レコ-|レ を便 用 口 そ れら､こ 対 すら も 髪・ φ 庫摩 動 ＝つ ぃ了痩 討 を一行 づ、rこ。

実 験 方 宏　 毛髪> μ 田々ヽ < 紛 鋳 し、べ ン-E."ン と ／ﾀﾉｰ| レ ？ 精 練 レト 。^ ラム'}  内 径3 ．一 外 径4 一

巻 こ2.・<n  もの を 梗､flし- 振 動 り?i. わ ＼-ら 精､練ﾚrこも 髪s.  た 咸 し1  吻 し7･ エージ ング滝 行 な･Tこ、

フ'D ―プ･■ Ij,  種 性 毒 ダb(  2  鳶 素 故l､2.4.5｡ ぷ.^ 直 灘 アlレコ ーlレで, 市 系 試 条 疼 級 晶 を その

才^  便 回しr こ。 ７ 、 測 定 装M.'j み 津 び ヌ ク ロ マ リ ラ゙ フCrCi 糾i 用 い 、戒^4 パ ％ ・ 応 、

34 ヅμ の 比 、 沁 り 臨 い) 色 気R  泉I  利 走l  乱 し 。 時 のH ．・ 万 力･^､∂､Jﾀ吟仙 、 必 角・ 尽 力

I? 吋 柿 臨 ？あ 匹 。 各 プa  - ブ" Iこ対 す祐 乙 保 准 吋 濁 匹 め た。ス 、注 入量u 尿 存 口 八 嗚

限 希 釈 保 碕多 量V/  t  禾 め.  ） 値<f  ')保 坪 図 及 び畷 着 冬 温 線 １ 作 戌 て 柵-  H哨 ふりﾌX  パラ

／ づ £ 峯 球,  ∂､E.丁r  フツ(-  £ 行 いz  吸 着 。^i 貧 打 匹.

黛 寮 及 び満 車　 ｝ ブ ロ- ア に7  い7  冰一入 量･ り 寸ずる 吟 フ･。､外 £ 行'>'.h  どンろ、いJ' れ め ア

ロ 一グ に あ'ヽi  も屈 曲 馬6.;^ レ脊ii 卑 £.示 し 乙 ご 、 ンヒ^ らヽ 高 フ'ロ ーズ 濃 度満 城 りt^ プ ロ ーア゙濃

彦 願 戒7-  If、吸 着 磯 構 カリ 、Z いろ し 解 蓼 しr=.  ご バ う び ＼A を 恋 較 ずる た めI-- げ を 表 めヽ

I  の 値 川 乏 心 ゛心 保 持ia 好 一 掬 叩 り 哨 匹 。 高 プ・ 、ブ 濃 度層 哨?･ '^ i. 橡 関ｲ 軸y

成V  i⊃ち 、 一 走 。 表 面 吸 着6. 承 レr= μ 、 低 卵 －ブ 凛 湊 願 域7 ヽ1? /が と 何也 ？屎 耐y  £暑 フ

乱 臥 糾r/,  r-.    こ 沁i 単 分 子層ﾏ のヽ 吸i  ＼吻i^  ・ 手 か ら 哺i サ イト､こ何 り ヽ 吋 傑 μ ゐヽご

、r- "t考̂ え ら れ る。

B 52 テルペン化合物の羊毛への吸着甘

l 徳漿液 短大　　 牛喋 ヒロ5

】。 緒 言

我 々 の 身 の ま わ り に は、 食 物、 草 花、 化 粧 品 等 の 匂 い か ら、 排 気ガ ス、 工 場 等 の 臭 い ま

で 多 く の に お い 物 質 が あ る。 よ い 匂 い は 我 々 の 気 分 を 壮 快 に し た り、 血 圧 を 下 げ、 緊 張 を

と きほ ぐ す な ど の 鎮 静 効果 を も 持つ。 本 研 究 で は こ の 様 な に お い 物 質 の 被 服 材 料（ 羊 毛 ）

へ の 吸 着 性 を 逆 相ガ ス クロ マ ト グ ラ フ 法 に よ り 検 討 し た。 匂 い 物 質 と し て は、 天 然 の 植 物

界 に 広 く 存 在 し、 香 料 に と っ て 不 可 欠 の 重 要 化 合 物で あ る テ ル ペ ン 化 合 物 を 用 い た。

2． 実 験 方 法

市 販 羊毛 試 料 は、 前 報1 )と 同 じ 物 を 使 用し、 同 様に 精 製 し た。　 プp  ―ブ と し て 用 い た

β － ピ ネ ン、 リ モ ネ ン、 フ ェ ラ ンド レ ン は、 提 供 を受 け た単 離 香 料 を そ の ま ま 使 用 し た。

逆 相ガ ス ク ロ マ ト グ ラフ ■I ―用 カ ラ ム の 作 成も 前 報ｏ と 同 様、 羊 毛 織 り 糸 を か せ に し て、

内 径3  mm. 長 さ 約5  0cm の ス テ ン レ スカ ラ ム に引 き 揃 え て 充 填し た。 充 填 量 は 約 １、

7   2  5  g で あ っ た。 今 回 使 用 し た 機 器 は、 島 津 ガ ス クロ マ ト グ ラ フ Ｇ Ｃ －７ Ａ （ 検 出 器Ｆ

I   D ） で あ る。

3 ． 結 果 と 考 察

プa  ーブ 注 入 量 に 対 応 す る クロ マト グ ラ ム の ピ ー ク 面 積 Ａ と、 （1 ） 式 か ら 求 め た 保 持

容 量V  ，を プ ロ ッ ト し たと こ ろ、6   5 °Ｃ の 測 定 温 度 で、 ど の 系 も 保 持 容 量V    ，は プa  ―ブ 注

入 量 の 増 加 に と も な い、 直 線 的 に 増 加 し た。 こ れ は 前 報" のn  － ド デ カ ン 系 の 場 合 と 同 様

の 結 果 で あ り、 プ □ ーブ が モ ノ テ ル ペ ン 炭 化 水 素 で あ る こ と か ら も 妥 当 で あ る と 推 測出 来

る。


